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君 の 心 に 聴 け



吹奏楽部員とともに

豊かな人生を切り拓く佐和高の学び
～生徒一人一人が豊かで幸せな人生を送るために～

校長　渡邊　政美

校訓　“ 君の心に聴け ”

学校概要

沿　革校　章

　AI（人工知能）の進化にともなう超スマート社
会「ソサイエティ 5.0」の到来が間近に迫っていま
す。本校では、これら時代の変化に対応し、豊か
に生きるための多様な学びの実現に向け、令和２
年度から本県の県立学校では唯一となる ｢校内フ
リー Wi-Fi」環境を整備しました。そして、今年
度から生徒は新時代における学びの環境を有効に
活用し、自己のスマートフォンや Chormebook
等を使い学びを楽しみ深めています。
　本校はこれからも、これまで学んできた①「何
を知っているか、何ができるか」について学ぶと
ともに、②「知っていること、できることをどう
使うか」、③「どのように社会・世界と関わり、よ
り良い人生を送るか」を常に意識し、人生や社会
に生かす学びについて考え努力してまいります。
そして私たち教職員一同も、以下の教育目標実現
のために、本校教育に誇りを持ち、生徒一人一人
に「声をかけ」、「目をかけ」、そして何よりも「心
をかけ」、心身ともにたくましい生徒を育成してま
いります。

１　一人一人が幸せな人生を歩むための、主体的・対話的で深い学びの推進
　⑴主体的な学びを人生や社会に生かそうとする、学びに向かう力の育成
　⑵ ICT 機器（校内フリー Wi-Fi 等）を活用した学びの深化
２　全ての学校教育活動を通しての豊かな心の育成
　⑴豊かな人間性と社会性を身に付けるための特別活動の充実
　⑵思いやりや助け合いの心を育成する社会奉仕体験活動の充実
３　夢を実現する、キャリア教育の充実
　⑴一人一人の進路実現を目指す、個別指導の充実
　⑵キャリア教育に関する実践的・体験的な活動の充実
４　地域住民に開かれた、信頼される学校づくり
　⑴地域のボランティア活動や行事等への積極的な参加
　⑵地域に愛される学校を目指す、広報活動（ホームページ等）や

学校公開の工夫

　佐和高生は、誠実で心が温かく、学習活動はもとより、学校行事、
部活動、ボランティア活動を通して、仲間とともに真摯に自己研鑽に励
んでいます。皆さんも是非、佐和高の学び舎で自己の可能性を最大限
に伸ばし、一人一人が豊かに生きる道を切り拓いていってください。
　在校生そして教職員一
同、皆さんのご入学を心よ
りお待ちしております。

　佐和高生の誰もが誇りとしているこの校訓は、昭和 60 年２月 25 日に制定されました。今日の飽食の時代を生きる高校生に
「心の豊かさを大切にしてほしい。判断に迷ったときは胸に手をあてて考えてみよう。そして、君自身の良心の声に耳を傾けよう」
と語りかけており、一人一人の個性を大切にする本校にふさわしい校訓といえます。

　課 程 ・ 学 科　全日制　普通科
　学 級 数　各学年６学級編成
　生 徒 数　720 名（各学年 240 名）

昭和60年４月　開校

昭和61年７月　特別学習施設サワ・コスモホール完成

平成６年11月　創立10周年記念式典挙行

平成16年11月　創立20周年記念式典挙行

平成26年８月　太陽電池パネル工事完了

平成30年６月　エアコン導入

令和２年６月　校内フリーWi-Fi完備

令和３年４月　電子黒板全教室完備

　旧勝田市の花「つつじ」を図案化したもの。
丸みをもった上部の花びらは「敬愛」を、中
央の放射状のおしべは「創造・発展」を、全
体として「誠実」を象徴しています。

校長メッセージ
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本校の特色ある学び

　佐和高校は「君の心に聴け」という校訓のもと生徒
一人一人が充実した毎日を送っています。また、佐和
高校は自然に囲まれた場所にあり、季節によって様々
な風景を感じることができます。
　その他にも、学校行事では３年に１度行われる文化
祭やクラスごとにデザインした T シャツを着て行うク
ラスマッチ、LHR では BBQ、スケートなど佐和高校で
しか経験できない行事も沢山あります。
　部活動では、24 の部・同好会が活動していて、県大
会や、関東大会、インターハイに出場し実績を残して
いる部活動もあります。
　そして、進路実現に向けて、１年生の時から先生方
にサポートして頂けるため、不安を減らし、目標に向
かうことができます。
　このように自身の個性を発揮できる環境が整ってい
ます。一生に一度の高校生活をこの佐和高校で私達と
一緒に送ってみませんか？

生徒会長メッセージ
横須賀　海月
那珂湊中出身

１．個人面談の充実　
・生徒一人一人に寄り添う教育相談や進路指導を行っています。
・居心地の良い相談室を完備しています。

２．豊かな心の育成
・ボランティア活動に力を入れています。全校ボランティアデーでボランテ

ィア精神を養います。
・道徳教育を充実させ、その中で茨城大学の正保春彦先生による心を育てるグループワークを実践し、円

滑な人間関係作りのサポートを行っています。
３．ICT の活用「いつでも、どこでも、わかるまで」

　確かな学力を育むために、タブレット PC（Chormebook）、電子黒板、大型モニター等の ICT 機器を
活用したわかりやすい授業を行っています。生徒は自分の Chormebook を使い、ロイロノートや Google 
Workspace for Education をとおして主体的・対話的で深い学びを実現しています。
　また、GIGA スクール Wi-Fi と本校独自の Free Wi-Fi を利用し、スタディサプリの動画や本校職員の
作成する動画を視聴することができ、「いつでも、どこでも、わかるまで」学習する環境が整っています。

　佐和高校 ICT 先端技術（Chormebook）の活用
　　　　 ～ SAWA BYOD （Bring your own device）～

校内フリー Wi-Fi を完備しています
　校内にフリー Wi-Fi を導入しました。生徒が自分で持参し
たスマートフォンや、学校のタブレットを使って学習できる
環境を提供します。ICT 機器を用いた学びに普段から取り組
むことで、急速に情報化が進む社会の中で活躍できる人材を
育てていきます。

電子黒板

　　　家庭で 
　　　・SAWA Online Study による予習・復習
　　　・基礎知識の理解と習得
　　　学校で
　　　・個人のスマートフォン・タブレット PC を活用した学びの展開
　　　・思考力・創造力・コミュニケーション能力の育成
　　　放課後等
　　　・ICT を活用した、教師からの個別指導の充実
　　　・仲間と共に楽しく学ぶ、協働学習の定着
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相談室 グループワーク

探究発表

個人面談

オンライン学習ボランティアデー

スマートフォンによる学び

Chormebook を活用した協働学習
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●１年生では共通科目を履修し、基礎学力の向上を図ります。
●２年生から類型別クラス編成を行い、選択科目を充実させることで、一人一人の進路希望に対応します。
● ICT を活用し生徒達が主体的に課題に取り組み、協働して教え合いながら解決を図る「主体的・対話的な深い学び」

を取り入れた授業を展開しています。

充実した授業の様子

主体的な学びを人生や社会に生かす、学びに向かう力を育成します。

教育課程表（令和４年度入学生）
第１学年 第２学年 第３学年 第２学年 第３学年 第２学年 第３学年 第３学年 　文系Ⅰ 文系Ⅰ 文系Ⅱ 文系Ⅱ 理系 理系 （文理コース）

1 現代の国語 文学国語 文学国語 文学国語 文学国語 論理国語 論理国語 論理国語 1
2 2
3 言語文化 論理国語 論理国語 論理国語 論理国語 古典研究 古典研究 古典研究 3
4 4
5 地理総合 古典研究 古典研究 古典研究 古典研究 地理探究 地理探究 地理探究 5
6 6
7 歴史総合 日本史探究 日本史探究 日本史探究 日本史探究 公共

数学Ⅲ 数学Ⅱ

7
8 8
9

数学Ⅰ 数学Ⅱ
9

10 公共 政治・経済 公共 政治・経済
10

11
化学 化学

11
12 数学Ａ 数学Ⅱ 数学Ⅱ 数学Ｂ 12
13

文系数学Ⅱ 数学Ⅱ
13

14 生物基礎 物理基礎／生物
選択 物理／

生物・地学基礎
選択

政治・経済
14

15 理科探究Ⅰ 数学Ｂ・英語探究 15
16 化学基礎 地学基礎 地学基礎

16
17 体育 理科探究Ⅰ 化学基礎 国語探究 17
18 体育 18
19 保健

体育 体育 体育 体育 体育 体育
19

20 保健 音Ⅱ／美Ⅱ
どちらか選択

20
21 音Ⅰ／美Ⅰ

どちらか選択
保健 保健 21

22

英語ＣⅡ 英語ＣⅢ 英語ＣⅡ 英語ＣⅢ 英語ＣⅡ 英語ＣⅢ 英語ＣⅢ

22
23

英語ＣⅠ
23

24 24
25 25
26 英論理・表現Ⅰ 英論理・表現Ⅱ 英論理・表現Ⅱ 英論理・表現Ⅱ 英論理・表現Ⅱ 英論理・表現Ⅱ 英論理・表現Ⅱ 英論理・表現Ⅱ 26
27 27
28 情報Ⅰ 家庭基礎 ３年全選択 家庭基礎 ３年全選択 家庭基礎 数学Ｃ ３年全選択 28
29 29
30 総合探究 総合探究 総合探究 総合探究 総合探究 総合探究 総合探究 総合探究 30
31 ＨＲ１ ＨＲ１ ＨＲ１ ＨＲ１ ＨＲ１ ＨＲ１ ＨＲ１ ＨＲ１ 31

図書館での学び 大型モニターを活用した学び 個人のタブレットを活用した学び

対話的な学びの推進 主体的な学び 楽しいホームルーム活動

教育課程


